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研究成果の概要（和文）：日常的なフォーカシング的態度を測定する尺度であるFMS（福盛・森川,2003）の改訂
版（以下、FMS-18）を作成した。3年間の研究の結果、FMS-18は、複数のストレス反応尺度とは負の相関、心理
的well-being尺度やAuthentic scaleとは正の相関が見られ、尺度の構成概念妥当性が確認された。共分散構造
分析の結果からは、フォーカシング的態度がストレス反応を直接的に軽減するだけでなく、仕事のモチベーショ
ンを高め、その結果として間接的にもストレス反応を軽減することが推察され、FMS-18がメンタルヘルスの現場
で有益な示唆を与える尺度であることが確認された。

研究成果の概要（英文）：In this study, FMS (Focusing Manner Scale) that measures daily use of 
Focusing attitude was revised (FMS-18).  After researching for three years, it was observed that 
FMS-18 had negative correlation with multiple stress response scales, positive correlation with 
Psychological Well-being scale and Authentic scale, which confirmed FMS-18’s construct validity.  
Covariance structure analysis revealed that Focusing attitude not only directly decreases stress 
response, but also increases work motivation, hence, indirectly decreases stress response as well.  
These results confirmed that FMS-18 is a useful scale for mental health. 
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１．研究開始当初の背景 
 精神疾患により医療機関にかかっている
患者数は、近年大幅に増加し、平成 23 年は
320 万人と依然 300 万人を超え（厚生労働
省,2013）、メンタルヘルス対策は全国的な課
題である。また 256の事業場から回答を得た
別の調査では、実際の取り組みについてはほ
ぼ全事業場が「メンタルヘルスに関心あり」
としているが、 「大多数の事業場でやり方・
進め方がわからず対応に苦慮している現状
が浮かび上がっている」と報告されている
（中央労働災害防止協会, 2012）。 
 ところで、近年、フォーカシング的態度と
精神的健康との関連を検討する研究が様々
に行われている。フォーカシングとは、
Gendlin（1981/1982）によって創始されたカ
ウンセリングの技法および態度であり、内側
の体験過程に直接注意を向け、そこから立ち
現われてくる漠然とした感覚（フェルトセン
ス）に丁寧に触れ続け、そこから意味を見出
す一連のプロセスを指す。福盛・森川（2003）
は、日常における「フォーカシング的態度」
を測定する尺度、即ち体験過程尊重尺度（The 
Focusing Manner Scale ; 以下 FMS）を作成
し、精神健康調査票 GHQとの相関分析を行
った。以後、FMS は多くの研究で用いられ
てきた。 
 一方、これまでの FMS には、以下の課題
が見られた。①多くの研究で因子分析が行わ
れているが、項目がしばしば下位尺度間で入
れ替わり、信頼性に課題が見られる。②「注
意」「距離」「受容・行動」の 3つの下位釈度
の内、「距離」の項目数が極端に少なく、項
目数にばらつきがある。③FMS の項目数は
改訂版を含め、16～23項目と 20項目前後と
なっている。この項目数は、事業所等で他の
健康に関する尺度と併用した場合、決して少
ない項目数とは言えない。また項目によって
はフォーカシングを知らないとわかりにく
い項目も含まれている。よって、より一般に
わかりやすい項目内容にし、現場で使用可能
な短縮版が必要と思われる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の３点である。 
（１）体験過程尊重尺度（Focusing Manner 
Scale : FMS）の改訂版を作成する 
 各因子項目数を揃え、内容的にわかりやす
い尺度を、FMS原版をベースに作成する。 
（２）改訂版 FMS の信頼性、妥当性の検討 
を行う 
（３）現場で使用可能な短縮版の作成 
 FMS は健康増進のみならず自己実現の促
進指標としても有効な尺度である。標準化や
簡略版の作成が進めば、今後、メンタルヘル
スに課題を持つ産業領域での研究が促進さ

れる可能性が高い。あわせて、メンタルヘル
スとの関連および仕事モチベーションの関
連を検討する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）まずは国内外における FMS に関する
文献を収集し検討した。次に、（２）FMSの
改訂版（FMS-18）を作成し、妥当性、信頼
生の検討を行った。また、（３）FMS-18と労
働者のモチベーションおよび対処行動、スト
レス反応等の関連の検討、及び、（４）モチ
ベーションおよびストレス反応への FMS-18
の影響を共分散構造分析にて検討した。 
 
４．研究成果 
 今回の研究での主な結果を以下に記述す
る。 
（１）国内外における FMS に関する文献の
検討 
永野ら（2015 の文献リスト）東亜の発表、
人間性の発表、産業カウンセリング研究な
ど）によると、この 10年余で、関連文献は、
論文で 44本（海外 1本、博士論文 1本、未
公刊 12本を含む）、学会発表は 26本を数え
た。永野ら（2015 文献）では、それらの文
献を整理し、リストを作成した。また、FMS
を用いた諸研究を概観し、検討した結果、以
下のような特徴が見られた（永野ら（2015
の文献リスト）東亜の発表、人間性の発表、
産業カウンセリング研究など）。①FMSはメ
ンタルヘルスのネガティブな指標との逆相
関だけでなく、自己実現やレジリエンスとい
ったポジティブな指標との相関が高い。②
FMS の下位尺度は相互に関連しつつ、それ
ぞれ異なる特徴を持つ。特に下位尺度の「注
意」については、ネガティブな指標との相関
から、体験に注意を向けることは、しばしば
悩みに心が乱れたり，混乱したり，一時的に
外界から引きこもったりする状態となる場
合があることを示唆するが、一方，それは人
が生きていく上で自然と感じられる「必要な
うつ」状態とも考えられ、自己の成長に関す
る重要な意味が新たに考察された。③FMS
得点の高さがフォーカシング経験よりも肯
定的変化に影響し、Gendlin（1968）の
Focusing ability の重要性が認められた。④
FMS は、日常における「体験過程を尊重す
る“態度”」を測定する尺度である。⑤FMS
は、刻々と変化している体験過程そのものを
測定するものではない。つまり、FMS は、
フォーカシング・プロセスそのものを測定す
る尺度ではない。⑥しかし、FMS は、共分
散構造分析を行った諸研究からは、フォーカ
シング・プロセスの一部を説明できるような
下位尺度が含まれている。 



（２）FMS の改訂版（FMS-18）を作成し、
妥当性、信頼生の検討 
 福盛・森川（2003）が作成した FMS（以
後、FMS 原版）は、①研究ごとに項目がし
ばしば下位尺度間で入れ替わり、信頼性に課
題があり、②3 つの下位釈度の内「距離」の
項目数が極端に少なく項目数にばらつきが
あること等の課題があった。そこで、今回、
FMS 原版作成者を含めた 4 名の研究者（全
てフォーカシング経験 20 年以上、フォーカ
シング協会認定トレーナー3 名を含む）によ
り、新たに 36項目からなる FMS改訂版を作
成した。次に、被験者 348名（男性 108名、
女性 238名、不明 2名、平均年齢 19.5歳）
を対象に、①改訂版 FMS、②心理的
well-being（西田,2000）、③Authentic scale
（Linleyら,2008）、④ストレスチェックリス
ト・ショートフォーム（今津ら,2006）を実
施した。また、信頼生の検討のため、58名（（男
性 18名、女性 40名。平均年齢 21.1歳）を
対象に、1 ヶ月後に FMS 改訂版を再実施し
た。 
 改訂版では、予想通り 3 因子が抽出され、
「注意」「受容」「距離」と命名された。各因
子の項目数を揃えるために因子負荷量の高
い 6 項目に絞り、計 18 項目で再度因子分析
を実施した。結果作成された尺度を FMS-18
と命名した。次に、FMS-18の妥当性を検討
するために、心理的well-being（西田,2000）、
Authentic scale（Linleyら,2008）、ストレス
チェックリスト・ショートフォーム（今津
ら,2006）との関連を検討した。結果は、仮
説通り、心理的 well-being尺度とは中程度の
正の相関、Authentic scale とは中〜高い相関
が見られ、ストレスチェックリスト・ショー
トフォームとは低〜中程度の負の関連が見
られた。上記の結果は、FMS-18の構成概念
の妥当性がある程度実証されたと考えらえ
れ、本尺度の各因子について詳細な考察が行
われた。また１ヶ月後の再検査では、下位尺
度全てに高い相関が見られ、尺度に一定の安
定性が確認された。 
（３）FMS-18とモチベーションおよび対処
行動、ストレス反応等の関連の検討（内田
ら,2015；Nagano et al,2016） 

FMS-18が産業メンタルヘルス場面で使用
可能かどうかを検討するため、計 139名（男
性 56名、女性 83名）を対象とした（平均年
齢 48.1歳、SD=8.26）調査を行った。使用し
た尺度は、①FMS-18、②職業性ストレス簡
易調査票（労働省委託研究 1994～1999）。57
項目 4件法の中の、活気、イライラ感、疲労
感、不安感、抑うつ感に関する 18 項目を心
理的ストレス反応として使用。③仕事モチベ
ーション尺度（京都工場保健会が独自に作
成）。働きがいや仕事の適正度など、仕事に
対するモチベーションの高さをたずねるも

のである。5項目 4件法。④ストレス対処行
動尺度（京都工場保健会が独自に作成）。ス
トレス対処に関する尺度で 3 因子 12 項目 4
件法。FMS-18の合計点および 3因子それぞ
れを中央値で 2 群に分け、高得点群（以下、
H群）と低得点群（以下 L群）で t検定を行
ったところ、H群は L群よりも、ストレス反
応が有意に低く、仕事のモチベーションは有
意に高く、またストレスの対処行動得点も有
意に高いことが確認された。 
（４）モチベーションおよびストレス反応へ
の FMS-18の影響（内田ら,2016） 
 上記の研究を受け、更に被験者を計 232名
（男性 97 名、女性 135 名） 平均年齢 48.0
歳（SD=8.72） 
想定した因果モデルをもとに、共分散構造分
析による検討を行った。使用した尺度は、①
FMS-18、②職業性ストレス簡易調査票（労
働省委託研究 1994～1999）より、活気、イ
ライラ感、疲労感、不安感、抑うつ感に関す
る 18項目を心理的ストレス反応として使用。
③仕事モチベーション尺度（京都工場保健
会）5項目 4件法。結果の図を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           図 1 FMS-18の影響 
今回の結果から、フォーカシング的態度は、
仕事のモチベーションを高め、その結果とし
て間接的にもストレス反応を軽減すると推
察される。産業保健領域におけるメンタルヘ
ルスの一次予防の要因として、フォーカシン
グ的態度を身につけることの有用性が推察
された。 
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